
“Empowered Women, Peaceful Communities”
～エンパワーされた女性、平和なコミュニティ～

実施期間：2017年4月ー2022年3月

主な対象国：バングラデシュ・フィリピン・

インドネシア・タイ

UN Women（国連女性機関）

アジア太平洋地域事務所

「エンパワーされた女性、平和な
コミュニティ」事業は、日本政府
の支援によって実施されました。

「エンパワーされた女性、平和なコミュニティ」事業

記録写真集



バングラデシュ

ムランボ＝ヌクカUN Women 事務局長（当時）が、
チッタゴンのウキヤにあるデロアラさんのお店を訪れ
ました。（2018年1月）

UN Womenは、バングラデシュのブラック（BRAC）大学
との協力により、女性の社会起業家及び活動家のための
プラットフォームである「Women Peace Café～女性平和
カフェ～」を現地の複数の大学内に設立しました。写真は、
マイメンシンにあるジャティヤ・カビ・カズ・ナスルル
イスラム大学（JKKNIU）のWPCのメンバーが今後の活動
について議論しているところです。（2020年1月）

新型コロナウイルスの影響に苦しむ脆弱な立場
に置かれている女性に、食料と衛生用品を配布
するためにWPCのメンバーは資金を集める活動
をしました。（2020年－2021年） 写真:WPC

チッタゴンのカグラチャリ地区に住む母親に、
「Women Peace Ambassador～女性平和大使」
イニシアチブのボランティアがデジタル体温計の使い
方を教えました。この活動は、新型コロナウイルスに
関するキットを配布するWPAの活動の一環として、行
われました。（ 2020年－2021年）

ダッカ大学とブラック大学の25名の女子大生が「平和・
社会結束・リーダーシップ」に関するトレーニンフを受け
ました。（2021年3月） 写真：UN Women 



インドネシア

中部ジャワ州のクラテン県にある村で開催された平和の祭典
（2017年11月）

平和で強靭なコミュニティを促進するために、UN Women

とインドネシアのNGOワヒッド財団は女性主導の「平和村
イニシアチブ」を立ち上げました。平和村は、異なる宗教
や民族によって構成されているコミュニティが平和的に共
存できる事を目指しています。

左から：UN Womenアジア太平洋事務所長の加藤美和（当時）、ワヒッド
財団のイェニー・ワヒッドさん、インドネシアのジョコ・ウィドド大統領。
2017年の国際平和デー記念式にて

写真：UN Women 



フィリピン

フィリピン南部においてUN Womenは、現地のNGOであるモロプ
レナー（TMI）と協力して、バシラン州及びマギンダナオ州にある
２０以上の急進化のリスクのあるコミュニティで活動を展開しまし
た。多くの若い女性及び男性が社会起業のための技術を高め、食品、
伝統的な織物、工芸関連の企業を設立しました。写真は、ブラロの
女性が自立訓練（生活訓練）にて裁縫の技術を取得しているところ
です。（2018年）

2日間にわたって開催されたオンラインでのデジタルリテラシー・トレーニングに
参加したフィリピンの参加者たち。合計で９７人の若い女性及び２人のトランスジェ
ンダー女性は（バングラデシュから51名がフィリピンからは48名が参加）、
UN Womenが開催したトレーニングに参加した事によって、新型コロナウイルスに関
連するヘイトスピーチやフェイクニュースを見破り、それらから身を守り、オンライ
ン上で通報する技術を習得しました。（2020年－2021年）

バンサモロ・ムスリム・ミンダナオ自治地域 (BARMM) の新しい
暫定政府の発足を記念し、UN Womenはフィリピン南部のダバオ
でバンサモロ自治区女性サミットを開催しました。（2019年3月）

写真：UN Women 



タイ

写真：UN Women 

「パナレ女性漁業コミュニティ」と呼ばれる女性起業家グループの
メンバーが、販売用の甘い干物を生産するために、パナレの海辺に
釣りに出ている様子です。このグループは、新型コロナウイルスに
よって経済的に影響を受けた女性によって設立されました。(2022
年2月) 

新型コロナウイルスが蔓延する厳しい状況の中で収入を生み出すために、
女性グループのメンバーは、製品開発、品質管理、コストと利益の計算
について学ぶ「製品開発トレーニング」でカレーパフを作りました。
ヤラー県のユポ地区にて。(2022年3月) 

紛争環境における子どもと女性に対する暴力的な過激主義と
ヘイトスピーチを防止するためのデジタルリテラシートレー
ニングに参加したイスラム教徒と仏教の女性たち。
パッターニー県にて。 (2021年11月) 



地域レベルの会議

公開イベント「平和な社会の構築と暴力的過激主義の防止に
おける女性の役割～ユーモア・コメディーを通じた平和な
社会の構築～」を上智大学にて開催しました。外務省SDGs
推進大使のピコ太郎さんが登場し、新しい曲「Gender Equal 
Peaceful World」を披露しました。（2018年3月）

写真：UN Women 

UN Womenと国連テロ対策委員会執行事務局 (CTED) は、
「南アジアにおける暴力的な過激主義と煽動に対抗するため
のコミュニティとの関与」と題した会議をタイのバンコクで
開催しました。（2017年9月）

オンラインイベント「コロナ禍における暴力的過激主義の防止：暴力的過激主義防止に関する
進展の共有～アジアにおけるジェンダーの観点から～」を開催しました。バングラデシュ、
インドネシア、フィリピンからのプログラム参加者が新型コロナウイルス禍において、いかに
ジェンダー平等・女性のエンパワーメントの実現、暴力的過激主義の防止、そして平和を促進す
るために革新的な方法で自らのコミュニティで活動しているかを紹介しました。（2021年3月）


